
パージポリシー

このセクションでは、次の点について説明します。

•パージポリシー （1ページ）
•パージポリシーテーブル（1ページ）

パージポリシー
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、次のパージポリシーを使用しています。

パージポリシーテーブル
表 1 :パージポリシーテーブル

パージポリシーモジュール

クリアされたアラームは、30日間（4週間）でパージされま
す。

イベントは 60日間（8週間）でパージされます。

障害のモニタリング

アラームがパージされると、すべての関連イベントもパージ

されます。アクティブなイベントとアラームはパージされま

せん。

あるデバイスのいずれかのパフォーマンスカウンタに対す

るしきい値ルールがパージされると、関連するアクティブな

アラームもパージされます。
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パージポリシーモジュール

1日以上経過したすべての会議のエンドポイント統計データ
はパージされます。

ネットワークの監視

14日以上経過したすべてのセッションおよびトラブルシュー
ティング情報は、1時間ごとにパージされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

14日以上経過したすべての会議情報は 1時間ごとにパージ
されます。

30日以上経過したコール品質のイベント履歴、および音声/
ビデオ電話の監査レポートデータはパージされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

30日以上経過したコール品質イベント履歴とエンドポイン
トに関連する監査レポートデータは削除されます。

ダッシュボード

7日より古い CDRレポートはパージされます。

7日より古い CMRレコードはパージされます。

センサーのデータで、7日より古いものはパージされます。

CiscoPrimeNAM/vNAMのデータで、7日より古いものはパー
ジされます。

パフォーマンスダッシュボードが 30分以上開いていない場
合は、次にカスタムダッシュボードが起動されるときに

キャッシュメモリがパージされます。

カスタムダッシュボードのカウンタに対して履歴トレンド

オプションが無効になっている場合、またはダッシュボード

が削除されている場合は、データベース内のポーリングされ

たすべてのデータがパージされます。

IP SLA Voiceテストデータ - Cisco Prime Collaboration
Assuranceは、31日以上経過したすべてのデータファイル
（保存されたテストデータ）をパージします。31日以上経
過したデータを保持するには、テストを別のサーバで保存す

る必要があります。

診断の実行
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パージポリシーモジュール

14日以上経過しており、ステータスが完了済み、失敗、ま
たはキャンセルのジョブは、1時間に 1回パージされます。

サーバの保守

イベントおよびアラームデータベース -アクティブおよびク
リアされたすべてのイベントとアラームは、Cisco Prime
Collaboration Assuranceデータベースに保管されます。イベ
ント間の関係は保存されます。アラームおよびイベントブ

ラウザではデータベースの内容を確認できます。このデータ

の消去間隔は 4週間です。

32日より古いジョブはパージされます。ジョブ管理
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